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誇り高き若鷲よ　自らを信じて　はばたけ！　～志を掲げ、よい生き方を創る生徒の育成～

 

共に育ち、共に歩む一年へ 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　渡　邊　久　人 

 

◇はじめに 

　 この春に御所野学院中学校から転入いたしま

した渡邊久人と申します。校門からの校舎の壁に、

壮大に生徒を迎え入れている若鷲のモニュメント

を見るたびに、地域が誇る伝統校の重みを感じる

とともに、身が引き締まる思いです。保護者・地

域の皆様には、これからたくさんお世話になるこ

とと思います。お力添えのほど、何卒よろしくお

願い申し上げます。 

 

◇ 今年度のスタートに　 

　校舎の周辺は、桜並木が美しい帯状公園・秋

田公立美大・新屋図書館と教育環境にも恵まれて

おり、生徒たちは「礼儀・礼節を重んじた活動」

を自分たちの誇りとして、明るく前向きに学校生

 活を送っています。

　本校の教育目標は、「誇り高き若鷲よ　自らを 

信じて　はばたけ！」副題を「志を掲げ、よい

生き方を創る生徒の育成」です。これは、これ

からの社会の中で変化に柔軟に対応しながら、

自らの可能性を信じて前進していくために不可

欠な力を育てるという願いが込められています。

学力のみならず、他者と関わる力、困難を乗り

越える力、そして豊かな心を育むことを大切に

してまいります。 

　 学校は、人との関わり方を学ぶ場であります。

学校には、「自分と同じ考えの仲間がいることや、

自分と全く違う考えの仲間もいること」「人と人

とが集団で生きていくためには、対話することが

大切であること」「何事も正解は一つとは限らな

いことや、一つの解答にたどりつくためのいろい

ろ手段があること」「失敗や挫折を乗り越えるこ

とでたくましさくなっていくこと」「一人でも楽

しいけれど、仲間と一緒に味わう楽しみも格別で

あること」学校だからこそ実感できることが必ず

あります。「安心して生活できる学校」、「楽しい

学校」、「活気のある学校」を、生徒たちや先生

方とともに、ご家庭や地域の方々の力をお借りし

ながらつくり続けていきたいと考えています。   
　学校が生徒にとって安心して生活できる居場所

 であるためには、生徒同士、生徒と先生の人間的

 

な触れ合いを大切にした積極的な生徒指導の推進

 が不可欠です。まずは、目の前にいる生徒一人一

人の理解に努めます。生徒の得意なこと、興味を

もっていること、交友関係、将来の夢、悩みや困

っていることなど、生徒の様々な表情や気持ちを

教職員複数の目で、様々な角度からとらえるよう

心がけ、生徒理解の徹底を図り、秋田西中学校教

職員一同、全員で、熱意と愛情をもって、生徒た

ちと向き合ってまいります。本校教育の充実・発

展に向けて、御理解、御協力を賜りますよう、よ

 ろしくお願いいたします。

 

◇ 西中生として大切にしてほしいこと 

　（４月８日入学式にて新入生の他、在校生にも向けて

　　　お話ししました。） 

　 

　１「夢をもって挑戦すること」 

　　　授業、学校行事、生徒会活動、部活動など

　　の集団生活の中には、人として大切な学びが

　　たくさんあります。夢に近づいていくために

　　は、どれもおろそかにできません。辛いこと

　　や苦しいこともあるでしょうが、失敗を恐れ

　　ず、さまざまな活動に積極的に挑戦し、今ま

　　でと違う新しい自分を見付けてほしい。 

 

　２「最後までやり抜くこと」 

  　　人は、今、やるべき事に対して意義を見い

　　だし最後までやり抜くことで、驚くような力

　　を発揮することができます。目の前のことに

　　対し、忍耐強く行える人となり、どの分野で

　　も一定の成果を出せるようになってほしい。 

 

　３「他人のために貢献できること」 

　　　集団生活が向上していくためには、相手の

　　立場に立ち、自分には、何ができるかを考え、

　　できることには誠意をもって行動する姿勢が

　　必要です。自分のことばかりを優先するので

　　はなく、相手を認めながらも互いに尊重し合

　　える人が、周りから信頼され、成長し続けら

　　れる人となるのです。 



 

 ※あらやさくら後援観桜会実行委員

 会事務局の文書から引用しました。 

 

　 現 在 、 帯 状 公 園 の 桜 は 約 280
本で、樹齢も 60 年 から 80 年 以

上 経 過 し て お り 、 立 ち 枯 れ 状

態 の 樹 が 散 見 さ れ ま す 。 植 樹

は、既存の並木を残したまま、

少 し 下 部 の 法 面 に 補 植 す る も

の で 、 現 在 の 桜 並 木 が な く な

る 訳 で は あ り ま せ ん 。 今 後 も

既 存 の 桜 を 楽 し ま せ て い た だ

き な が ら 、 将 来 （ 30 年 か ら 50
年 後 ） に 向 け て 並 木 の 入 れ 替

えを行おうとするものです。

　 ４ 月 １ ２ 日 （ 土 ）、 総 合 科 学 部 の 有 志

８名 が、実行委員会 をはじめとする地域

の方 々と、桜橋周辺 の帯状公園内に桜の

 植樹を行いました。

 

 

 

 

 

 

 

 

　当 日はＮＨＫの取 材があり、夕方のニ

 ュースこまちで紹介されました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

   あらやさくら公園植樹 

　 　　５０年計画（令和７年度）　

　 昨 年 、 リ ニ ュ ー ア ル さ れ た 西 中

校 門 前 の 「 新 屋 歩 道 橋 」 で す が 、

こ の 度 、 融 雪 設 備 修 繕 の 工 事 が 行

われます。  

　 工 事 の た め の 通 行 止 め 期 間 （ 歩

道橋使用不可・通行止め期間）は、 

  ５月１９日～８月１０日（予定）
で す 。 こ の 期 間 は 、 近 く の 横 断 歩

道を利用することになります。  

　 期 間 中 、

少 し 不 便 に

なりますが、

今 後 の 安 全

確保のため、

ご 協 力 お ね

がいします。 

　４月２１日（月）本校体育館で、

警 察 の 方 を お 招 き し 、 全 校 生 徒 を

対 象 に し た 交 通 安 全 教 室 が 開 か れ

ま し た 。 自 転 車 の 乗 り 方 の 注 意 点

や 、 自 転 車 に 関 す る 法 律 、 ヘ ル メ

ッ ト の 重 要 性 な ど 、 実 例 を も と に

し た お 話 を 生 徒 た ち は 真 剣 に 聞 き

ました。  

【陸上競技部】  

　＜男子＞  

　男子 400m 　 　　  荒木望空１位  

　男子共 通砲丸投　大光健斗２位   
　 男 子 共 通 1500m 佐 藤 輝 希 人 ３ 位

　男子総合  第２位  

【卓球部】  

　＜団体＞　優勝  

　＜個人＞　優勝　近藤  奏  

【ソフトボール部】　第３位   

【硬式テニス】  

第 38 回 秋 田 県 中 学 生テ ニ ス選 手権

大会  男子 ｼﾝｸﾞﾙｽ  第３位  奥山祐志 

   歩道橋工事が始まります 

　 通行止め５月１９日～８月１０日

   交通安全教室　行いました　　　

   秋田市春季大会 他 

　 各部活動の活躍・成績　　　　　


